
 

- 1 - 

 

平成３０年度第６回秦野市行財政調査会（行財政経営専門部会）会議概要 

 

１ 開催日時 
平成３１年１月２１日(月) 

午前９時３０分から午後０時５分まで 

２ 開催場所 中栄信用金庫 秦野駅前支店 会議室 

３ 出 席 者 

委  員 
茅野部会長職務代理者、坂野部会長職務代理者、  

足立委員、横溝委員 

関係課等職員 企画課課長代理 

事 務 局 行政経営課長、行政経営課課長代理、同課担当 

４ 議  題 
(1) 人口減少・少子高齢社会に向けた自治体経営のあり方について  

(2) その他 

５ 配付資料 

次第 

資料 人口減少・少子高齢社会における秦野市の地域経営に関

する提言２０１９（案） 

参考資料１ 秦野の１００年企業（秦野商工会議所作成） 

参考資料２ ２０１８都市と社会政策 まちづくりアンケート

のまとめ 

参考資料３ 市内定住に関するアンケート調査報告書（東海大

学生） 

 

６ 会議概要（要点筆記） 

【行政経営課長】 本日は御多用のところ御出席いただきありがとうございま

す。早速ですが資料の確認をさせていただきます。 

―資料の確認― 

本日は、１０月、１１月の２回の総合戦略の評価をはさんで、４ヶ月ぶりに

秦野市の経営のあり方に関する議論をお願いいたします。 

斉藤部会長が欠席となりますので、部会長職務代理者として茅野委員に会議

の進行をお願いいたします。それでは、茅野委員に御挨拶いただきまして、行

財政調査会規則に従いまして部会長職務代理者として進行をお願いします。 

 

【部会長職務代理者】 平成３０年度第６回秦野市行財政経営専門部会を始め

ます。 

職務代理者として議長を務めさせていただきます。 

議事に移る前に、本日の会議録の署名委員ですが、部会長が不在ですので、

職務代理者である私と私が指名させていただたい委員１名ということで、いつ

も名簿順にお願いしておりますので、今回は足立委員にお願いします。 
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それでは、議事(1)「人口減少・少子高齢社会に向けた自治体経営のあり方

について」に入ります。事務局から説明をお願いします。 

 

議事(1)人口減少・少子高齢社会に向けた自治体経営のあり方について 

【事務局】 ―資料説明（表紙～p.3「１ これからの課題」）― 

 

【部会長職務代理者】 ここで一度区切りましょうか。御意見等いかがですか。 

 

【委員】 ついこの間まで「地球温暖化や持続可能な発展」というのが話題に

なっていました。状況は続いているので、入れておいたほうがいいと思いま

す。それから「災害」です。地震も続いており、自然災害に強いまちづくり

が必要です。この２点は課題として外すのはまずいなと思います。 

 

【事務局】 ＳＤＧｓといった単語も後ほど出てきますので、温暖化や日本の

災害の状況について盛り込むようにしていきたいと思います。 

 

【委員】 これからの課題として一番は、５番に掲げているものだと思います。

仮に縮充社会の実現を目標に掲げるなら、思い切って５番（税収減と社会保

障関係経費増により現行の行政サービスの維持は財政均衡の面で限界が見え

始めている）を、多少表現を替えて１番目に順を替えたらどうでしょうか。

それで皆に理解を促すというほうが分かりやすいと思う。 

かゆいところに手が届かないような表現にしないほうがいいと思います。 

 

【事務局】 社会保障関係経費増は、鶏が先か卵が先かという話になり、人口

減少、少子高齢化から来ているとも言えますが、構成上工夫をしてみたいと

思います。 

 

【部会長職務代理者】 「はじめに」では、最後にエールを置き、それでもが

んばるといった構成になっています。その構成が良いと思います。チャンス

があることが先に来るよりも、縮減に入らざるを得ない、でもその中でもＱ

ＯＬを高めていくんだ、そのチャンスがあるんだ、こういう構成がよいと思

います。このことが両委員からのお話のベースかなと感じました。 

ターゲットとする年次を「はじめに」のどこかに入れたほうがいい。５年、

１０年よりもう少しロングタームだと思います。表現はぼかしていい。この辺

を見据えながら、この辺りでやっておくべきこと、というタイムレンジを入れ

ておいてほしい。そうしないと焦点がぼけてくると思います。 
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【事務局】 部会長からも何度か御指摘をいただいています。１０年か、２０

年。あまり先を見すぎても分からないだろうということでした。御指摘のと

おり示しておいたほうが分かりやすいと思います。 

 

【部会長職務代理者】 ５年～１０年先に向けた提言ですが、もう少しロング

タームで見ていったときにこのような内容になる。そのような表現かなと思

います。 

他に意見等なければ、事務局から説明を続けてください。 

 

【事務局】 ―資料説明（p.4「２ 秦野市が目指すべき地域経営」）― 

 

【委員】 秦野市が目指すべき地域社会ですが、今の案は、どうしようもなく

なっちゃうから少しでも良くしようという、あまりポジティブではない感じ

がします。 

地球環境問題にしても、エネルギーをたくさん使ったから良い社会ができる

わけでは必ずしもないです。物質やエネルギーを大量に使って豊かになる社会

のではなくて、物質やエネルギーを使わないけれど知恵を使えばもっと豊かに

なれるとか、あるいは必ずしも物質ではないものに基づいて豊かになれる、そ

ういう大きな社会の転換に来ていて、そういうものを目指す方向、ちょうど来

ている人口減少はネガティブな側面もありますが、もう少し積極的な社会を実

現する価値があるんだというような、そういうニュアンスがあったほうが良い

と思います。 

「人口や税収が縮減しても」という書き方ですが、それは人口や税収が縮減

するというネガティブな状況になりつつあるけれど、でもそれは必ずしも悪い

ことではないという言い方もわからないではないのですが、もし、人口や税収

が増えつつあったら、今と同じ社会であり続けるのがいいかというと、そうい

うこともないんじゃないかなという議論が先にあったのではないかと思いま

す。２０世紀が作り続けてきた社会のあり方は、質的に転換しなければならな

くて、ただそれにますます真剣に取り組まなければならない時期が差し迫った

という感じではないかなと思います。 

どちらの言い方がいいかわからないです。厳しいからがんばりましょうと言

うほうがいいのか、もともとそれまでの社会のあり方を見直す時期に来ていた

と言うほうがいいのか。 

 

【部会長職務代理者】 ２０世紀は、大量生産、大量消費の時代で、大量に生

産するための仕組みを作り、その大量に生産された物を大量に消費するため

の仕組みを作ることによって社会の富を増やしてきたわけですが、地球とい
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う限られた資源の中でどこかで行き詰まるだろうと言われていた。それがシ

ンボリックに現れたのがオイルショックだという文脈で語られます。 

日本は人口減少、少子高齢化を迎えたわけですが、これが世界の「トップレ

ベル」、「世界の実験室」とまでいわれます。２０世紀型の考え方の残さにまだ

乗っかろうというのと、もう切り替えていこうというのと、そのあつれきがこ

の辺りの表現に現われているのだろうと思いますが、そこをもう少し明確にし

たほうが分かりやすいだろうという御提言だろうと思います。 

私からも１点、経営という言葉が引っかかります。経営と創造は同じ言葉で

はないからです。経営（マネジメント）は予定されたものを予定されたように

扱うことが求められる。創造（クリエイト）は、今ないものを創り出していく

ことが求められる。だから、単なるマネジメントからクリエイトを生み出すの

は違うと思います。一般的な会社の経営であっても、そこに色々な刺激を与え

て、殻から脱することが「創・造」に込められているのであるとするならば、

地域経営というのはどうかと思います。 

特に２の最後の段落です。行政が市民とともにやっていかなければならない

のは、経営なのか、創造なのか。その結果、創っていくのは、地域社会なのか、

地域経営なのか。 

その矛盾が、四角囲みの中の「市が目指すべき地域経営」の部分ではないか

と思います。これは「市が」地域経営を目指すことになっている。その下は「地

域社会の実現」です。本提言は今出来ていない縮充社会の実現していくために、

どういうことをやっていかなければならないのかという提言だとすると、前後

がひっくり返っているように思います。また、実現すべき主体は誰なのか、主

体がぼけていると思います。 

 

【事務局】 まず、ポジティブ、ネガティブというお話ですが、ポジティブに

書きたいという思いもあり、織り交ざっている状態です。御指摘の趣旨を踏

まえ、自ら社会を作り出していくというところを出していけるといいと思い

ました。 

四角囲みの中に「市が目指すべき」と書くのがよくなかったかなと思います。

また、経営と創造について、行政だけではなくて市民とともに経営をしていこ

う、そういうフレームを創っていこうというような意味で創造の語が入ってい

るのかなと思います。提言書を市職員だけでなく、市民全体に見せたいという

こともあります。 

 

【委員】 最終的には縮充社会という言葉を前面に打ち出す必要があるのか、

あるいはもう少し別の表現があるのか考えたほうがいいと思います。ある先

生は、２１世紀は醸造文化だとおっしゃっています。この部分は、もう少し
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皆さんの知恵を出して工夫をしたほうがいいと思います。 

 

【部会長職務代理者】 また、戻って議論したいと思います。先へ進みます。 

 

【事務局】 ―資料説明（p.5～8「３ 縮充社会の実現に向けた経営方針」）― 

 

【部会長職務代理者】 意見、質問はいかがでしょうか。 

 

【委員】 国、県の補助なしで、秦野市が独自に行っている補助金の支出は年

間どのくらいですか。 

 

【事務局】 全体が２０億円で、単独補助金は１２億円程度です。 

 

【委員】 秦野市はかつて農業、商業で成り立っていましたが、今はそのよう

な構造ではなくなっているので、もし、農業、商業への補助金が主で在れば、

支給先を見直す必要があるのではないでしょうか。 

 

【事務局】 秦野市は過去にかなり絞り込んでいるという感想を持っています。

全体の予算額もあまり大きな割合ではない状況です。 

 

【部会長職務代理者】 小さいもの、細かいものばかりが残り、それをどうし

ていくかという状況です。［行革推進専門部会で補助金のあり方を審議中］ 

 

【委員】 (7)の趣旨は賛成ですが、第４回会議で総合戦略の評価を行ったとき、

歩道の整備事業について予算が付かなかったからできなかったというところ

で、確かにハード事業ができなくても、施策の目的についてはソフト事業で

もできるじゃないかという御意見がありました。抽象的に表現すればここに

ある「効果で評価」ですが、ハードからソフトに移ると所管部署も変わると

思いますし、従来はハードかソフトか、所管部署で手段を考えていたと思い

ますが、「効果で評価」とは、そういう枠組みを取り払って考えることなんだ

と分かるように記載したほうがよいと思います。 

 

【部会長職務代理者】 おっしゃるとおりだと思います。他になければ時間も

限られていますので、４に参りましょう。４－１をお願いします。 

 

【事務局】 ―資料説明（p.9～14「４－１ 経営資源等に着目した手法」）― 
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【部会長職務代理者】 御意見、御質問をお願いします。 

 

【委員】 東海大学との連携を考えたとき、東海大学が標榜している「シチズ

ンシップ教育」「パブリック・アチーブメント型教育」の２つがあります。ま

ちづくりの中に、教育と研究を提供するという市側の立場と一致しているの

で、キーワードとして記載してよいと思います。 

 

【委員】 ９頁、「市民共有の財産」の後に、「（公水）」と記し、きちんと明示

したほうがよいと思います。 

それから、先進的な農業や林業の事例はないでしょうか。例えば、水耕栽培

されている方がいらっしゃるでしょう。秦野名水を謳ってもよいような事例で

す。そういった取組みを見てくれているんだと思ってくださるかもしれないし、

これから農業に取り組まれるという方もそうかと思うかもしれない。ＪＡなど

とよく話し合った上で何か出せないかなと思います。 

 

【事務局】 昨年度の最適化支援専門部会で委員から紹介いただいた話で、市

外のレストランなどでも秦野の野菜でないとだめなんだという方がいらっし

ゃるそうです。市民はそれほど価値を認識していないものも、秦野名水と絡

めてもっとＰＲできないかなという話でした。この秦野名水の項目に絡めて

そういったことにも触れたいと思います。 

 

【委員】 データの捉え方ですが、総合戦略の評価のときにありましたが、じ

ばさんずに５４万人来る、それが全員観光客だという発想は直さないといけ

ない。 

 

【事務局】 この部会においての話ですし、データの捉え方、掴み方にも触れ

させていただきたいと思います。 

 

【部会長職務代理者】 まちづくりについて必ずといってよいほど言われるの

が「ないものをねだるのではなく、あるものをどう大切に育てていくか」と

いうこと。委員がおっしゃるように秦野名水、公水という概念と併せてこの

提言書でも言ったほうがいい。それを産み育てている山や林業であり、それ

を使った次の産業について、もっと触れていただくべきと思います。 

また、データの扱いからは、ちゃんとデータを掴んで何とかしようという思

いがあるかどうかが伝わってきます。 

 

【委員】 人口減への対応で、住む、住まないという話は、普通のサラリーマ
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ンは通勤しているわけですが、秦野に住むことを誰が決めるかというとき、

妻が決めるというパターンも多いのではないでしょうか。そうであれば、秦

野に妻が住みたくなる、あるいは職住近接が実現するというのは良いのでは

ないでしょうか。 

サテライトオフィス的なところで働くということも含めて、住みやすい場所

をつくるというのがよいのではないかと思います。 

市職員のサテライトオフィス勤務を認めれば、市外から通勤している人は楽

になります。秦野は市が積極的に奨励して、働き方改革として、働く場所と住

む場所が離れていてもよいという仕組みを作ると、市職員が市外に住むように

なるということも増えるかもしれませんが、もっと大きな意味で見ると、他の

市の人が秦野のために働いているとか、秦野に住む人が他の市のために働いて

いるという状況を積極的に作ることで、秦野の企業にサテライトで働いてもら

っている人に秦野の“第二市民”になってもらうとか、そんなこともあるかも

しれません。時間が生まれるとその分、地域に貢献してもらうこともできるか

もしれません。そういう循環が生まれるといいなという気がしています。 

 

【部会長職務代理者】 男女で育児休業時短勤務の取得率に大きな差があると

聞きますが、そういう状況があると女性の意見が反映されるというのも十分

予想できます。 

秦野は東京通勤圏ですよね。ここを出て東京へ転居するという意識はないで

すよね。 

 

【委員】 大学を出て、１２年間、横浜や市ヶ谷に通いましたが、顧客との付

き合いで遅くなり終電の常連でしたが、今の若い人は妻がそれを許してくれ

ないというのも聞きます。もっと近いところだったら、子どもにも何かして

やれるでしょうと。私も居住決定については女性の意見が強いのではと思い

ます。 

私が思っていた許容時間が２時間だとすると、今の若い人は意識が変わって

きて１時間になっているのかなという印象です。それで秦野は東京通勤圏の域

外になりつつあるのかなと。 

定期券の範囲などのデータがあれば説得力が出てくるのではと思います。 

 

【事務局】 定性的ですが、伊勢原止まりの電車が増えているような気がしま

す。地価も秦野になるとがくんと落ちる。その辺がラインになっているのか

なという気もします。 

女性が働きに出ていて、帰って家事もしている状況だと、職住近接や実家に

近いということも居住選択理由になってくるのかなと肌身に感じて思います。 
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【委員】 地価は本当にわからないです。秦野は５０万円くらい、伊勢原は警

察署の裏側でも６０万円。平塚だと土屋辺りでも４０万円、駅までずいぶん

あります。しかし、需要があるということなのでしょうね。どの駅を使うか

に比べて、歩く距離などは考えないのかもしれません。 

 

【部会長職務代理者】 １時間圏内という認識を持っていました。 

 

【委員】 新宿までの電車の時間はそうですが、ドアツードアだともっとかか

るということです。 

 

【事務局】 夜遅い時間になると、相模大野、本厚木、伊勢原止まりなどが結

構あります。小田急も利用者数を勘案しているのかなと思いますので、そう

いう駅が一つの関になっているのではと思います。 

 

【委員】 (4)について、「税を分配すべき対象を見極めるべきである」という

ところですが、カットするというニュアンスが強調されていますが、社会保

障の一番重要なところは職をつくるということだと思います。税をもらう人

ではなくて、税を納めるような、税に依存しないで生きていける人をつくる

ということです。年をとっても働けということはあまり言いたくないですが。 

また、秦野で成立するかどうかわからないのですが、もっと田舎に行くと、

実物経済で生きているようなところがあります。そういうところでは芸術家が

地元の人に野菜をもらったりして生活していて、イベントがあったときに才能

を生かしてパンフレットや展示物を作っていたり、文化的なイベントに貢献す

るということが起きていたりします。秦野はそこまで田舎ではないですが、こ

れからさらに高齢化して社会保障費が増えていくことを考えたとき、税を使う

対象を絞り込むのも一つですが、税を使わなくても済むような仕組みを考えな

いと、削るだけの話をしてしまうと厳しいのではという気がします。税を使わ

なくても済むような仕組みを独自に考えて、と記載したほうがいいのかもしれ

ません。 

 

【事務局】 相互扶助のコミュニティをどうつくっていくかだと思います。秦

野は里山周辺でも昔ほど密接ではないと思います。委員がおっしゃったよう

に、例えば、芸術など一つのテーマがあると、また新たなコミュニティがで

きてくると思います。コミュニティをどうつくるかが大きな問題かと思いま

す。また、（税で）負担しなくても豊かに暮らせるんだというのがこの提言書

の根底にある考え方ですが、相互に絡み合っているのでどこに記載するかは
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難しいですが、見せ方をもう一工夫できればと思います。 

 

【部会長職務代理者】 選別しないで、早い話が所得制限しないでどんどん施

策を行うのが、有権者にとって税が返ってくるという風に受け止められ、そ

れを変えなければという議論は１９８０年代から続いています。 

でも、できなくてここまで来てしまっている。日本全国でできなくても、市

町村レベルでそれができれば、税負担が和らぐと思います。２１世紀は共助の

社会を創っていこうといわれていますが、この仕組みがどうにもうまくいかな

い。地域通貨などいくつか取組みはありますが、うまくいっていない。 

僕は市民団体だと思います。市民団体の育成を考えていかないと、コミュニ

ティの復権は秦野の規模でも厳しいと思います。隣のおばさんでも家にいきな

り入ってほしくないという時代、電話一本でヘルパーとか誰かが飛んできてく

れる、でもお金がかからない仕組みがつくれないかなと思います。 

 

【委員】 自治会の役員を２年ほどしましたが、難しいなと感じます。子ども

が安全で育ちやすい環境をと、自治会から費用を支出していましたが、結局

こども会は解散してしまいました。親たちが「そんなに暇はない、土日は塾、

よその子どものことまで関心を持っていられない」と、自治会が支出したお

金をほとんど使わずに返してきました。それが実態なのです。 

親は自分の仕事、子どもの塾や習い事の送り迎え、もうそれで手一杯という

のが最近の実情なのです。委員が言われるのは非常に難しいことだと思います。 

 

【部会長職務代理者】 僕は初めてテントで寝たのも海に行ったのもこども会

でした。でも、時間的な問題もありますし、責任問題、ノウハウの問題、能

力の問題があって大変なのですね。それで、僕がやっているようなサッカー

クラブに子どもを預けている。親には送り迎えしろとか、飲み物を用意しろ

とかそういうことは一切言いません。自分の子どものお弁当、水筒を用意す

ればいい、そこがいいとお母さんたちは言われます。 

 

【事務局】 それなりに金銭的な御負担はお願いしているのでしょうか。 

 

【部会長職務代理者】 多少他のクラブより高いと思います。ただ、送り迎え

や試合の引率といった義務がない。それが良いそうです。 

 

【委員】 そうすると、ある程度のマーケットの規模でないとだめということ

になりますね。難しいですね。どういう組織原理でやっていけるのか。 
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【部会長職務代理者】 いろいろな本で、地域コミュニティの復活だ、復権だ

と言われていますが、難しいなと思います。秦野のような人口１５万人、  

２０万人くらいのまちならば、どこかでやってくれているところがあるから

そこへ頼めばいいといった情報と動きができるかなと思うのですが。 

 

【事務局】 誰が支え手になってどうするかだと思います。今までは若い人が

支え手になって、こども会にしても親が主体となって全体で子どもを見守ろ

うということでしたが、今はそもそもその支え手だった若者、親世代が支え

てもらいたい側に移行していて、よその子を見れない。でも、誰か担い手が

いれば、市民団体、先ほどお話のあったようなサッカークラブですね、そう

いった新たな担い手について、誰であって、誰を支えるのかというところが

問われているのかなと思います。 

若者世代が減っている中、中核になれというのも難しいだろうなと思います。

自治会でもリタイアした方が一生懸命やっているところが元気だったりして、

そういう人が若い人を支えてあげることが、少なくとも今現在は、地域が元気

になる方法だったりするのではと思います。高齢者が減って、年齢構成が変わ

るとまた違ってくると思います。 

 

【委員】 小さな規模の市民団体が多様に存在するとき、規模が小さいとなか

なか専門性を維持するのは難しい。でも、専門性まではカバーできないと思

いますが、運営のノウハウはそれぞれで意見交換できるので、そういう相互

ネットワークみたいなもので情報交換し合い、加えて、足りない人材は、パ

ブリック・アチーブメント型教育やシチズンシップ教育を掲げている東海大

学に教育の一環として活用してもらえないか持ちかけてみるとか。 

若い人がいないといいますが、いっぱいいますよね。東海大学には２万人も

います。そのうちの１％とは言わず、零点何％かでもいれば、可能性はないわ

けではないですよね。 

 

【部会長職務代理者】 行革の部会でも言いましたが、日本では全然普及して

いませんが、バウチャーという制度があります。行政が市民に券を発行して

いて、何かのサービスを利用したらその券を渡す。例えば、おじいさんがＮ

ＰＯに送り迎えしてもらったらその券を渡す。ＮＰＯはまとまったら券を行

政に持っていくと現金に替えられる。もちろん不正防止だとか心配事はたく

さんあるのですが、目の届く範囲であればできるのではと思います。 

また、地域のことを考えている学生であればあるほど、卒業後はふるさとに

戻って活躍したいという思いを抱くようです。だから、在学中に参加してもら

える仕組み、学生、サークルに地域に出て行ってもらう。そうすれば、卒業後
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にその体験が彼らの役に立つのではと思います。学生の定住を望むのはなかな

か難しいなと思います。 

 

【事務局】 行財政最適化支援専門部会でもそういった意見が交わされました。

在学している４年の間、いかに秦野の地域活動に携わってもらえるかだと思

います。せめて秦野に籍を置いていたという意識を持ってもらえると全然違

ってくると思うのですが。 

 

【部会長職務代理者】 では、時間も限られているので先へ進みましょう。 

 

【事務局】 ―資料説明（p.15～23「４－２ 施策分野別の手法」）― 

 

【部会長職務代理者】 ４－１は４－２の議論と相当重なっていたんだなと思

います。事務局案も意識的につないで作られたのだと思います。４－１での

議論を踏まえながら進められればと思います。どうぞ御発言をお願いします。 

私からも一つ言わせていただくと、(7)アの市職員の確保のところですが、

市内に居てもらいたいというのと市外でもいいというのとは、見積もりながら、

うまく組み合わせながらでないとしようがないのだろうと思います。 

 

【委員】 一般的に言われている部分と、市職員向けに訴えている部分が混在

している気がします。整理した方がいいと思います。 

市がインキュベータになって民間団体の活動を促すというのは、次世代育成

アカデミーなどでもそういう意見が出ていましたが、何か実際に動き出した事

例はないのでしょうか。逆に障壁はないのでしょうか。 

 

【事務局】 法律で決められた仕事をしなければならない中、一歩、二歩と、

外へ出るのはまだ難しいのかなと思います。 

 

【委員】 言いました、発表しました、で終わってしまってもったいないよう

な気がする。 

 

【委員】 法的にやらなければならない仕事や定型的な仕事は、できるだけ効

率的に人手がかからないようにしてやって、それで生まれたフリーな時間を

使って、組織内ベンチャーではないですが、外の人に何かやってくださいと

いうのではなくて、自分たちで直接ベンチャーをやって、それに外の人を巻

き込むというのはできないのかなと思います。 

そこまでは何とかできるかなと思いますが、例えば、市職員がソフトウェア
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を開発しても自分のポケットには何も入ってこないですが、本当に役に立つも

のならそれは売れるわけですから、業務時間中に売れた分を全て個人の収入に

するのは難しいと思いますが、何割かは個人の収入にすることはできないのか

なと思います。定型的な仕事は効率化して、余った時間は自由に使うことがで

きるという風に出来ないかなと思います。 

 

【部会長職務代理者】 「飛び出す地方公務員」という概念が主張されてもう

８年くらい経ちますか、未だに秦野市から飛び出す職員を聞きません。そこ

の壁を抜かないといけないかなと思います。僕らがもっと刺激を与えないと

いけないかなと。市職員、ＯＢが合体したスポーツＮＰＯみたいなものがで

きてもいいような気がしますが、できない。 

ページを戻りますが、「はじめに」にあるように、この提言書ですが、秦野

市が向き合う課題を明らかにし、それに対して提言をするものです。秦野市長

から諮問された答申であるわけです。そう考えていくと、地域社会の経営と地

域社会の創造を市がやるべきなのかというのは議論あるかと思いますが、少な

くともこの提言書の中では、市長、市役所が行うべき地域社会の経営はこうあ

るべしというのを示すわけです。その中で、どういう社会を目指しいくのかと

いうことを言うわけです。そう考えると整理できているのかなと思います。 

だから、「秦野市の地域経営に関する提言」ということでこの部会としては

正しいのだと思います。 

そして、その地域経営に当たっては、市民と協働しながら縮充、あるいはプ

ラスアルファがあるといいのか、そういったものを目指すような経営をしてい

くべきということだと位置付けに落ち着くのだと思いました。 

 

【事務局】 ありがとうございます。今後ですが、本日いただいた御意見で修

正をかけて、最終回となる次回の会議に臨みたいと思います。 

 

【委員】 同じところなのですが、４ページの標題ですが、「秦野市が目指すべ

き地域経営・創造」と、経営と創造を並べてはどうかと思います。順はどち

らが先が良いかわからないのですが。それで、四角囲みの中の、「市が目指す

べき地域経営」を「目指すべき地域社会像」などとして、それが縮充社会の

実現と置けば、次の項、「３ 縮充社会の実現に向けた経営方針」というとこ

ろも地域経営の方針なのでうまく収まると思います。 

「縮充社会」は、何か他に良い言葉がないかなと思います。拡大成長しない

で安定的に豊かになっていくという概念は今まで出ていると思うのですが、た

だ、縮充という言葉は、今は大きいところにいて、移行のときのマネジメント

の概念といった側面があると思うのです。「縮充社会」は到達すべき社会像そ
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のものではなくて、むしろマネジメントの方法に近いのではと思います。実際

に指し示す意味はそうではなくても、言葉としてはそう受け止められるという

ことです。そうすると、物質的には拡大成長していないけれど、精神的、心理

的にはとても豊かになっている社会というのを何か表す言葉があればいいの

ですが。 

 

【委員】 質、精神的な満足感が得られる社会をうまく表現できるといいです

ね。 

２０ページの雇用の項目では、ＪＡや商工会議所ともっと連携して問題点を

絞り込む作業などが必要ではないかと思います。農政だとＪＡお任せ、商工施

策だと商工会議所お任せではなく、市がリードしていくということならもっと

問題点を絞り込まなければと思います。そのため、総合戦略の評価で指摘があ

りましたが、データできちんと落とし込まないとふわっとしたまま何年も過ぎ

てしまう気がします。 

 

【部会長職務代理者】 社会保障の根幹は雇用だという御意見がありましたが、

雇用は産業政策です。地域経済と言っていますが、産業政策、とりわけ一次

産業に触れるべきだと思います。事務局は検討してください。 

 

【委員】 縮充の他にキーワードを考えていて、「参加型」なのかなと思いまし

た。今、（企業の）経営でもトレンドです。マクドナルドが「マクド」なのか

「マック」なのか投票するとか、顧客だけど経営に参加させていくというの

がトレンドなのです。提言書に何度も出てきていますが、参加型を進めてい

くというのがキーワードなのかなという感じはします。 

それから、委員が言われたように、関係機関との連携というのもとても大事

だと思います。ある団体の新年会では、「秦野を人口１８万人都市にする」と

いうお話がありましたが、そこでもうこの縮充の考え方とは離れています。も

う少し連携を深めながらお互いの共通認識を深めていくことが大事かと思い

ます。そうしないと市民への訴求力も小さくなってしまいます。統一意見とし

て、共通認識が必要だと思います。 

 

【委員】 会社員時代、変化を起こすために「創発」という言葉をよく使いま

した。相手のよさを認め合い、お互いに刺激をし合って成長していく社会に

なっていかないといけない。自分の部署だけを考えるのではなく、相手の部

署、お客さんのことを考えることで、自分の部署の新しいあり方が見えてく

るはずだ、お互いに刺激しあって社会をつくっていくんだ、そういう意味で

使っていました。 



 

- 14 - 

 

 

【委員】 市民参加を促すとき、なかなかやってもらえないという現実がある

と思うのですが、面白い研究があって、公共的な貢献してもらうときに、訴

え方で、「あなたが貢献しないとこれができないのです」という言い方をする

場合と、「あなたがやってくれるとこんな幸せな人が生まれるんです、こんな

に良いことが起きるんです」というポジティブな側面を強調するような訴え

方をする場合と、どちらが貢献してくれる率が高いか比較した結果、日本で

は分かりませんが、欧米では後者のほうが率が高いそうです。だから、意外

と、大変、大変と思っていても、キャンペーンの仕方で違ったことが生まれ

るかもしれないので、そういう工夫もするといいのかなと思います。寄附額

が全然違うそうです。 

 

【部会長職務代理者】 他に何か御発言ありますでしょうか。なければ、事務

局から連絡事項をお願いします。 

 

議事(2)その他 

―特になし― 

 

連絡事項 

【事務局】 ―次回日程連絡― 

 

【部会長職務代理者】 それでは本日はこれで終わります。ありがとうござい

ました。 

 

― 閉 会 ― 


